
順心神戸病院は、日本脳卒中学会が認定する「一次脳卒中センター（PSC）」として、
脳卒中の診療に取り組んでいます。

順心神戸病院の脳卒中診療・脳卒中の早期診断と迅速な治療を目指して
脳卒中は、脳の血管が詰まったり、破れたりすることで、脳の機能に障害が起こる病気です。突然、手足が動かなくなる、言葉が出にく
くなるなどの症状が現れることがあり、早期の診断と適切な治療が重要です。

当院の脳卒中診療の特徴

1．脳神経外科による診療
脳神経外科を中心に、救急診療と連携しながら、脳卒中の診断と治療に対応しています。

2．機械的血栓回収術（カテーテル治療）に対応
脳梗塞の一部では、カテーテルを用いて血管内の血栓を取り除く治療が有効な場合があります。
当院では、機械的血栓回収術を院内で実施できる体制を整えています。治療の適応は、発症からの経過時間や画像検査の結果、
患者さんの状態などを踏まえて判断します。

3．医療機関との連携
法人内の順心病院(本院)（加古川市）及び神戸大学医学部附属病院と連携し、脳卒中診療に取り組んでいます。
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